
パパからもらった宝もの

公演のご報告

会場：東京都児童会館
日時：６月２８日（日）

●主催 第８回日本再生医療学会総会
●共催 移植・再生医療を支える会
●協賛 株式会社わかさ生活
●後援 慶應義塾大学医学部眼科学教室



２００９年６月２８日（日）東京都児童会館にて第８回日本再生医療学会総会

市民公開講座、ミュージカル「パパからもらった宝もの」が公演されました。

当日は５００名を超える方々にご来場いただき、盛会に終えることができました。

多くの方から「アイバンク、角膜移植についてよくわかった」「感動で涙が

とまらなかった」との感想をいただきました。

公演にあたり、ご協力、ご賛同いただきました皆様、ご来場いただいた皆様、

ありがとうございました。

パパからもらった宝もの



パパからもらった宝もの

お客様の声

64歳 女性

目の大切さを改めて認識いたしました。また角膜移植のドナー探しも大変なことと思
いますが、必要性を感じました。

33歳 男性
コーディネーターを中心に第3者の視点でから移植を伝える手法がわかりやすいと思
いました。自分も仕事で貢献できるよう続けたいと思いました。

48歳 男性
アイバンクコーディネーターの役割や角膜移植の歴史などがよく理解できました。

26歳 女性

再生医療なので、作った角膜を移植しているのかと思っていましたが、ミュージカルを
通して、亡くなった方の角膜を移植していることを知りました。私も将来ドナーになろう
かと考えさせられました。



パパからもらった宝もの

お客様の声
35歳 女性
大変感動いたしました。眼科医として初心に戻って明日から働こうと思いました。

7歳 女性
目は大切にします！

40歳 女性
公演を見たのは2度目でしたが、キャスティングが変わったからか、前回以上に涙が

出てきました。自分の体の一部がどんな形でも死んだあとに苦しんでいる人の役に
立てれば・・・一人一人が真剣に考えられる世の中になればよいと思いました 。

55歳 女性

「見える」ということが素晴らしいことであるということを改めて認識しました。ドナーの
気持ち、レシビエントの気持ち、各々いろいろあるのだと思いました。



パパからもらった宝もの

お客様の声

63歳 女性
現在63歳、いつになるかわかりませんが、角膜を残したい、と日々思っている私です。
視力も1.2はあるのであまり悪くはないはずです。とても心を入れて見ることができま
した。今まで以上に残したく感じました。

57歳 男性

それぞれの家族の気持ち、そして医師たちの希望が良く分かるよいミュージカルでし
た。セリフもわかりやすく音楽も感動的でした。

73歳 男性

最初は軽い気持ちで見せていただきましたが、なんのなんの感激、感動、そして涙の
良い劇を見せていただきました。光のリレー、人と人とのつながり。良い作品でした。


